『新札往来』の制作法 by 三保  サト子 & satoko miho
は
じ
め
に
『
新
札
往
来』
の
作
者
は
素
眼
法
師
で
あ
る
。
南
北
朝
か
ら
室
町
に
か
け
て
、
数
多
の
往
来
物
が
作
成
さ
れ
た
が
、
多
く
は
作
者
を
明
確
に
し
な
い
。
制
作
の
場
を
考
え
る
場
合
、
撰
作
者
が
明
ら
か
な
本
書
の
存
在
は
貴
重
で
あ
る
。
書
き
手
の
立
場
や
意
識
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
に
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
。
前
稿
に
於
い
て
私
は
、
作
者
素
眼
が
四
条
道
場
金
蓮
寺
の
僧
坊
寿
福
庵
に
あ
っ
て
、
少
人
教
育
の
た
め
に
こ
の
往
来
を
創
作
し
た
と
想
定
し
、
こ
こ
に
は
、
素
眼
の
立
場
や
生
活
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
。
単
な
る
語
句
集
団
と
さ
れ
た
従
来
の
見
方
を
修
正
し
、
語
句
の
選
択
や
配
列
に
籠
め
ら
れ
た
素
眼
の
意
図
や
思
い
を
探
っ
た
。
そ
の
結
果
、｢
地
主
鷲
尾
花
下
、
近
年
廃
退
、
無
念
之
次
第
候｣
と
記
さ
ず
に
い
ら
れ
な
い
連
歌
師
と
し
て
の
素
眼
の
嘆
き
や
、｢
勅
撰
等
、
悉
可
書
写
候｣
で
始
め
ら
れ
る
書
籍
群
の
提
示
の
仕
方
に
、
書
家
と
し
て
の
素
眼
の
自
信
が
見
て
取
れ
た
。
し
か
し
、
検
討
は
前
半
部
の
一
部
、
正
月
か
ら
三
月
ま
で
の
寺
社
の
祭
礼
を
記
す
部
分
に
留
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
新
た
に
、『
尺
素
往
来』
と
の
所
収
語
句
比
較
を
援
用
し
つ
つ
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。『
新
札
往
来』
前
半
部
の
、
時
間
軸
に
そ
っ
て
寺
社
の
祭
礼
が
記
さ
れ
る
六
月
ま
で
の
部
分
を
主
た
る
対
象
と
す
る
。
前
稿
で
は
検
討
の
及
ば
な
か
っ
た
部
分
を
中
心
に
、
両
往
来
の
比
較
か
ら
新
た
に
明
確
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
も
補
充
す
る
。
『
新
札
往
来』
(
『
新
札』
と
略
称)
の
引
用
は
原
則
と
し
て
教
科
書
大
系
所
収
の
康
暦
二
年
本(
謙
堂
文
庫
蔵)
に
拠
り
、
必
要
に
応
じ
て
他
本
を
参
照
す
る
も
の
と
す
る
。『
尺
素
往
来』
(
『
尺
素』
と
略
称)
に
つ
い
て
は
内
閣
文
庫
蔵
本
を
使
用
す
る
が
、
こ
れ
も
教
科
書
大
系
に
底
本
と
し
て
収
め
て
あ
る
。
一
作
品
の
全
体
構
成
前
稿
に
も
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
語
句
群
の
全
体
像
を
掲
げ
て
お
く
。
一
の
正
月
行
事
と
二
の
季
節
の
行
事
が
時
間
を
基
軸
と
す
る
部
分
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
三
月
の
花
見
・
連
歌
の
記
事
ま
で
を
検
討
し
た
。
こ
こ
に
、
花
の
下
連
歌
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
地
主
・
鷲
尾
、
伊
勢
物
語
ゆ
か
り
の
大
原
野
、
融
通
念
仏
の
拠
点
で
あ
る
嵯
峨
清
涼
寺
な
ど
の
花
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
花
の
下
連
歌
華
や
か
か
り
し
往
時
を
懐
か
し
む
素
眼
の
思
い
が
記
さ
れ
て
い
た
。
【
新
札
往
来
の
全
体
像
】
一
、
正
月
行
事
(
１)
年
始
挨
拶
慣
用
句
(
２)
元
三
の
儀
式
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『
新
札
往
来』
の
制
作
法
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サ
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札
往
来
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素
眼
SOGAN
金
蓮
寺
KONRENJI-TEMPLE
①

飯
②
両
社
行
幸
③
御
評
定
始
④
御
所
的
⑤
聖
廟
御
参
籠
(
３)
返
状
冒
頭
慣
用
句
二
、
季
節
の
行
事
(
１)
二
月
稲
荷
社
初
午
(
２)
三
月
花
見
連
歌
な
ど
(
３)
四
月
茶
会
な
ど
①
新
茶
②
名
香
③
諸
道
具
類
(
４)
四
月①
日
吉
祭
礼
②
賀
茂
祭
(
５)
五
月①
賀
茂
競
馬
②
深
草
祭
(
６)
六
月
祇
園
会
三
、
進
発
四
、
接
待
五
、
学
術
・
教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
六
、
武
術
七
、
芸
能
八
、
医
薬
・
祈
祷
な
ど
九
、
治
世
一
〇
、
神
事
・
仏
事
一
一
、
書
信
末
慣
用
句
季
節
を
追
う
記
事
は
六
月
ま
で
で
あ
り
、｢
三
、
進
発｣
以
降
に
時
間
軸
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
後
半
部
(
三
以
降)
で
は
、
主
要
な
知
識
内
容
を
新
た
な
項
目
と
し
て
立
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
稿
に
譲
る
。
二
正
月
行
事
に
見
ら
れ
る
武
家
視
点
こ
こ
で
問
題
に
す
る
の
は
、
前
掲
目
次｢
一
、
正
月
行
事｣
の(
２)
の
部
分
で
あ
る
。
便
宜
の
た
め
に
、
両
往
来
の
本
文
を
対
照
さ
せ
て
、
下
掲[
表
Ⅰ]
に
示
し
た
。
『
新
札
往
来』
は
、
正
月
の
儀
式
と
し
て
最
初
に
｢

飯｣
を
挙
げ
る
。『
尺
素
往
来』
に
は
、
こ
れ
に
先
ん
じ
て
①｢
元
日
小
朝
拝｣
｢
三
節
会｣
｢
朝
覲
行
幸｣
の
記
事
が
あ
り
、
全
体
と
し
て
(
２)
部
分
の
記
事
の
総
量
は
倍
増
し
て
い
る
。『
尺
素』
が
付
加
し
た
の
は
、
公
家
に
不
可
欠
な
宮
廷
行
事
で
あ
っ
た
。
三
節
会
は
、
宮
中
で
行
わ
れ
た
、
元
日
の
節
会
、
七
日
の
白
馬
の
節
会
、
十
六
日
の
踏
歌
の
節
会
で
あ
る
。
②｢

飯｣
に
つ
い
て
の
記
述
に
は
両
書
に
大
き
な
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。
将
軍
に
は
、
正
月
一
日
か
ら
数
日
に
か
け
て
宿
将
か
ら
祝
儀
と
し
て
乗
馬
・
太
刀
・
弓
矢
の
類
を
添
え
て
調
進
す
る
例
と
な
り
、
華
や
か
な
年
頭
儀
礼
と
な
っ
て
い
る
。
鎌
倉
幕
府
以
来
、

飯
の
調
進
は
名
誉
で
あ
り
幕
府
内
の
序
列
を
示
し
て
も
い
る
。
一
日
は
管
領
、
二
日
は
土
岐
、
三
日
は
佐
々
木
、
七
日
は
赤
松
、
十
五
日
は
山
名
と
い
う
固
定
化
も
、
室
町
幕
府
内
の
力
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。『
年
中
恒
例
記』
(
注
１)
に
は
、
応
仁
以
前
の
こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
調
進
者
の
名
が
見
え
る
。
一
(
正
月
一
日
の
条)

飯
出
仕
在
之
。
未
刻
管
領
〈
自
身
乗
馬
。
／
供
十
騎
〉
依
式
三
献
参
て
御
盃
頂
戴
之
。
御
太
刀
金
進
上
之
。
如
此
之

飯
出
仕
ハ
応
仁
以
前
の
事
也
。
乗
馬
後
日
に
進
上
之
。
(
中
略)
一(
二
日)

飯
出
仕
〈
未
刻
〉
。
土
岐
〈
乗
馬
騎
馬
三
番
。
御
盃
／
御
太
刀
朔
日
同
〉
(
中
略)
一(
三
日)

飯
出
仕
。
佐
々
木
。
京
極
・
六
角
隔
年
也
。
乗
馬
騎
馬
三
番
。
御
盃
御
太
刀
二
日
同
。
(
中
略)
一(
七
日)

飯
出
仕
。
赤
松
。
乗
馬
同
前
。
御
盃
御
太
刀
、
三
日
に
同
。
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(中
略)
十
五
日
に
つ
い
て
は
、
記
事
を
欠
く
(｢
右
書
に
、
十
三
日
よ
り
晦
日
ま
で
の
事
も
れ
た
り｣
と
あ
る)
。
『
滋
照
院
殿
年
中
行
事』
(
注
２)
で
も
、
二
日
｢
土
岐
美
濃
守
成
頼｣
、
三
日
｢
京
極
大
膳
大
夫
持
清
〈
六
角
京
極
隔
年
／
勤
之
、
云
々
〉｣
、
七
日｢
赤
松
伊
豆
刑
部
少
輔
貞
村｣
、
十
五
日｢
山
名
伊
予
守
教
豊
〈
父
宗
全
為
法
体
。
勤
名
代
。
云
々
〉｣
と
あ
る
。
｢
大
名
等
出
仕
、
毎
日
見
物
非
一
候
。
凡
於
事
悦
目
之
外
、
無
他
候
。｣(
新
札)
に
も
｢
諸
大
名
出
仕
之
行
粧
等
、
軼
於
先
々
、
奇
麗｣
(
尺
素)
に
も
、
そ
の
華
麗
さ
が
言
わ
れ
て
い
る
。
③

飯
の
次
に
、『
新
札』
で
は｢
両
社
行
幸｣
を
挙
げ
て
い
る
が
、『
尺
素』
に
は
全
く
記
述
が
な
い
。『
新
札』
は
こ
れ
を
｢
公
武
の
大
儀｣
と
す
る
が
、
稀
に
し
か
行
わ
れ
な
い
｢
邂
逅
の
事｣
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、『
尺
素』
で
は
正
月
恒
例
行
事
と
し
て
此
処
に
位
置
さ
せ
る
ほ
ど
重
要
と
は
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
新
札』
学
習
者
に
と
っ
て
は
、
恐
ら
く
重
要
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
両
社
(
男
山
八
幡
と
賀
茂)
へ
の
｢
武
家
御
社
参
事｣
を
奉
行
す
る
の
は
｢
小
侍
所
方｣
の
仕
事
で
あ
り
、｢
散
状
一
紙｣
を
作
成
し
進
上
す
る
と
い
う
『
新
札』
の
記
述
は
、
学
習
者
が
か
か
る
知
識
を
必
要
と
す
る
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
小
侍
所
は
鎌
倉
・
室
町
幕
府
の
官
制
の
一
で
、
御
家
人
の
宿
直
や
供
奉
を
掌
る
機
関
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
は
侍
所
か
ら
職
務
を
分
掌
し
、
新
た
に
小
侍
所
を
設
け
た
。
初
代
の
別
当
は
北
条
重
時
で
あ
る
。
以
後
、
北
条
一
門
が
別
当
に
任
命
さ
れ
、
所
司(
頭
人)
、
雑
色
、
走
衆
・
恪
勤
等
が
置
か
れ
た
。
小
侍
所
は
特
定
御
家
人
を
登
録
し
た
番
帳
を
作
成
し
、
交
名
注
進
に
よ
っ
て
、
番
役
や
供
奉
隋
兵
役
な
ど
に
勤
仕
さ
せ
る
職
務
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
小
侍
所
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。『
花
営
三
代
記』
(
注
３)
応
安
五
年
(
一
三
七
二)
の
条
を
見
る
と
、
正
月
二
十
三
日
に
｢
小
侍
所
沙
汰
始
〈
於
山
名
右
衛
門
佐
入
道
亭
被
始
行
之
〉
／
山
名
次
郎
〈
時
義
〉
／
奉
行
人
／
松
田
左
衛
門
尉
。
門
真
権
少
外
記｣
と
あ
る
。
こ
の
頃
、
小
侍
所
の
任
に
あ
っ
た
の
は
山
名
時
義
で
あ
り
、
沙
汰
始
が
山
名
の
屋
敷
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
奉
行
人
は
松
田
と
門
真
の
両
氏
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
応
安
八
年
(
一
三
七
五)
(
永
和
元
年
三
月
二
十
七
日)
の
石
清
水
八
幡
宮
参
詣
｢
路
次
供
奉
人
次
第｣
一
連
の
記
録
の
中
に
、｢
次
小
侍
所
〈
于
時
山
名
弾
正
少
弼
数
十
町
引
／
下
之
。
後
騎
五
十
人
召
具
之
〉｣
と
あ
っ
て
、
五
十
騎
の
多
く
を
率
い
て
の
供
奉
が
知
ら
れ
る
。
永
和
二
年
(
一
三
七
六)
五
月
十
二
日
の
佐
女
牛
新
八
幡
宮
社
参
で
は
、
供
奉
人
五
名
が
挙
が
る
う
ち
、
小
侍
所
は｢
今
川
上
総
介
〈
于
時
小
／
侍
所
〉｣
で
あ
り
、｢
細
川
武
蔵
守
〈
于
時
／
管
領
〉｣
(
頼
之)
に
次
ぐ
位
置
に
あ
る
。
こ
の
時
期
は
室
町
幕
府
創
立
期
の
両
頭
政
治
の
弊
害
を
克
服
す
る
た
め
に
創
立
さ
れ
た
管
領
制
初
期
に
当
た
る
。
宿
老
が
幕
政
の
実
権
を
掌
握
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
三
管
領
四
職
の
家
に
は
及
ば
な
い
が
、
両
侍
所
は
こ
れ
ら
に
次
ぐ
重
責
で
あ
っ
た
。
次
に
、『
国
史
大
辞
典』
(
注
４)
か
ら
室
町
幕
府
の
小
侍
所
一
覧
を
転
載
し
て
お
く
。
こ
う
し
た
小
侍
所
が
作
成
す
る｢
散
状｣
は
、
こ
こ
で
は
武
家(
将
軍)
の
両
社
参
詣
に
参
勤
す
る
人
名
を
列
記
し
た
武
家
用
文
書
で
あ
る
。
続
い
て
両
往
来
は
、
双
方
同
様
に
、
④
御
評
定
始
、
⑤
御
所
的
、
⑥
聖
廟
御
参
籠
を
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大
高
重
成
高
師
秀
上
杉
朝
房
吉
良
氏
家
細
川
顕
氏
斯
波
義
種
山
名
時
義
細
川
頼
元
今
川
泰
範
山
名
時
義
畠
山
持
永
山
名
持
豊
山
名
前
豊
細
川
成
賢
畠
山
義
統
細
川
教
春
細
川
政
賢
氏
名
康
永
元･
八･
三
見
―
貞
和
元･
八･
二
九
見
貞
和
二
・
正
・
九
見
貞
和
五
・
八
・
一
二
見
文
和
二
・
正
・
二
四
見
延
文
元
・
二
・
一
三
見
貞
治
二
・
正
・
一
四
見
応
安
五･
正･
二
三
見
―
永
和
元･
三･
二
七
見
永
和
元･
四･
二
五
―
？
永
和
二･
二･
二
一
見
―
永
和
三･
二･
三
〇
見
永
和
四･
正･
二
三
見
永
享
二･
正･
一
七
見
―
永
享
二･
七
・
二
五
見
嘉
吉
元･
正･
二
七
見
宝
徳
元･
正･
十
七
見
宝
徳
元
・
八
・
二
八
見
宝
徳
二･
正･
十
七
見
長
禄
元･
正･
一
七
見
文
明
一
八･
七･
二
九
見
在
職
伊
予
権
守
越
後
大
夫
将
監
左
馬
助
左
馬
助
兵
部
少
輔
民
部
少
輔
弾
正
少
輔
右
馬
助
上
総
介
弾
正
少
輔
左
馬
助
右
衛
門
佐
弾
正
少
輔
右
馬
助
左
衛
門
佐
民
部
少
輔
右
馬
助
官
途
挙
げ
る
。
室
町
幕
府
の
④
御
評
定
始
は
形
骸
化
が
進
み
儀
式
化
さ
れ
て
い
た
。
将
軍
臨
席
の
下
、
官
領
・
評
定
衆
ら
が
出
席
し
て
、
正
月
の
内
の
一
日
を
選
ん
で
開
か
れ
た
が
、
応
永
の
頃
か
ら
は
、
正
月
十
一
日
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。
日
程
に
つ
い
て
、『
新
札』
は
｢
七
日｣
と
す
る
。｢
十
一
日｣
と
す
る
本
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
応
永
以
降
に
評
定
始
が
十
一
日
に
固
定
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
、
後
の
賢
し
ら
と
思
わ
れ
る
。
七
日
に
催
さ
れ
た
年
次
が
分
か
れ
ば
、『
新
札』
制
作
年
次
の
手
掛
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
未
勘
で
あ
る
。
⑤
御
所
的
は
、
正
月
十
七
日(
確
定
し
た
の
は
永
徳
三
年
以
降
と
見
ら
れ
る)
の
武
家
弓
始
で
あ
る
。
五
尺
二
寸
の
大
的
を
射
る
も
の
で
、
概
し
て
将
軍
の
射
場
で
行
っ
た
た
め
、
御
所
的
と
い
う
。
射
手
は
前
後
一
番
と
し
、
三
番
六
人
ま
た
は
六
番
十
人
を
普
通
と
し
て
、
一
番
射
手
の
前
弓
を
上
席
の
弓
太
郎
、
後
弓
を
太
郎
相
手
と
い
う
。
風
折
烏
帽
子
に
水
干
・
葛
袴
を
着
し
、
腰
刀
を
差
し
て
容
儀
帯
佩
を
整
え
て
臨
む
。『
新
札』
『
尺
素』
と
も
に
、｢
五
番
五
度
弓｣
と
し
、
こ
れ
が｢
往
古
ノ
例｣
で
あ
る
と
言
う
。
五
番
五
度
の
弓
が
行
わ
れ
て
い
た
｢
往
古｣
は
い
つ
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。『
滋
照
院
殿
年
中
行
事』
正
月
十
七
日
条｢
弓
場
始｣
に｢
射
手
六
人
、
御
的
奉
行
両
人
、
公
方
様
従
御
寝
殿
向
殿
上
有
上
覧｣
以
下
の
詳
細
な
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
は
三
番
六
人
の
例
で
あ
る
。『
御
的
日
記』
(
注
５)
の
記
録
で
は
、
初
発
の
元
弘
四
年
(
一
三
三
四)
正
月
二
十
九
日
、
続
く
建
武
二
年
(
一
三
三
五)
正
月
七
日
が
五
番
十
人
で
あ
る
。
こ
の
後
、
建
武
四
年
(
一
三
三
七)
六
番
、
康
永
三
年
・
四
年
(
一
三
四
四)
／
(
一
三
四
五)
・
貞
和
二
年
・
六
年
(
一
三
四
六)
／
(
一
三
五
〇)
が
五
番
で
あ
る
が
、
貞
和
五
年
(
一
三
四
九)
に
三
番
が
行
わ
れ
て
後
、
文
和
二
年
か
ら
応
安
二
年(
一
三
五
三－
一
三
六
九)
ま
で
三
番
が
続
き
、
文
和
以
降
に
は
三
番
が
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
五
番
五
度
の
弓
が
行
わ
れ
て
い
た
｢
往
古｣
は
、『
新
札』
執
筆
時
期
を
二
、
三
十
年
ほ
ど
遡
る
元
弘
か
ら
貞
和
の
頃
ま
で
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。
さ
て
、『
尺
素』
の
記
述
は
や
や
詳
し
く
、
射
手
並
弓
太
郎
以
下
に
つ
い
て
、
本
間
・
武
田
・
小
笠
原
の
三
家
の
名
前
を
出
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
も｢
五
番
五
度
弓
、
可
為
往
古
之
例｣
と
す
る
の
で
、
五
番
の
御
所
的
に
、
武
田
・
小
笠
原
が
一
番
の
射
手
を
務
め
た
康
永
三
年
正
月
廿
九
日
の
記
録(
成
績
省
略)
を
挙
げ
て
お
く
。
的
始
の
儀
で
、
射
手
の
選
定
・
催
促
に
あ
た
る
の
は
小
侍
所
の
職
務
で
あ
っ
た
。
康
永
三
年
正
月
廿
九
日
一
番
武
田
甲
斐
守
小
笠
原
太
郎
次
郎
二
番
秋
山
新
蔵
人
曽
我
六
郎
左
衛
門
尉
師
助
三
番
設
楽
六
郎
助
僉
杉
原
淡
路
三
郎
四
番
海
老
名
六
郎
季
直
海
老
名
彦
六
郎
五
番
小
笠
原
又
七
青
木
四
郎
左
衛
門
尉
本
間
姓
の
射
手
は
、
は
や
く
元
弘
四
年
に
孫
四
郎
忠
季
、
貞
和
五
年
に
孫
次
郎
が
、
ま
た
、
貞
治
五
年
に
は
兵
部
太
郎
と
左
衛
門
太
郎
義
景
と
が
見
え
る
。
⑥
聖
廟
御
参
籠
に
つ
い
て
、
聖
廟
が
北
野
天
満
宮
で
あ
る
こ
と
、
前
稿
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
足
利
氏
の
北
野
天
満
宮
信
仰
に
つ
い
て
ま
と
め
た
遠
藤
泰
助
氏
は
、
元
中
四
年
(
一
三
八
七)
四
月
二
十
一
日
に
義
満
が
北
野
社
家
に
諸
役
を
免
除
(
歴
世
古
文
書)
し
て
以
降
、
度
々
こ
こ
に
参
籠
し
て
い
て
、
応
永
八
年
(
一
四
〇
一)
二
月
九
日
に
は
、
一
日
千
句
の
連
歌
を
張
行
し
て
い
る(
迎
陽
記
、
吉
田
家
日
次
記)
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
注
６)
。
将
軍
の
参
詣
・
参
籠
に
多
く
の
武
家
衆
が
従
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
様
子
は
、
た
と
え
ば
、
足
利
直
義
の
今
熊
野
・
稲
荷
社
へ
の
参
詣
行
列
記
録
や
裏
書
の｢
左
兵
衛
督
源
直
義
朝
臣
熊
野
参
詣
注
文｣
に
よ
っ
て
推
し
量
ら
れ
る
。
こ
の
注
文
の
末
尾
に
、｢
小
侍
所
大
高
伊
与
守
／
大
侍
所
仁
木
右
馬
権
助｣
の
名
が
挙
が
る
(
注
７)。｢
法
楽
事
、
管
弦
講
一
座
、
続
歌
百
首
、
連
歌
千
句
、
各
一
七
箇
日
之
間
、
可
果
遂
候
。｣
(
新
札)
に
対
し
、『
尺
素』
で
は
｢
法
楽
之
式
目
、
可
為
如
何
様
候
哉
。
天
神
講
七
座
、
続
詩
歌
一
千
首
、
和
漢
聨
句
十
百
韻
、
以
裏
陰
墨
流
等
之
短
策
懐
紙
、
七
昼
夜
中
、
被
果
遂
之
條
、
可
然
候
。｣
と
す
る
。
打
曇
り
や
墨
流
し
の
模
様
染
め
技
法
を
使
っ
た
短
冊
懐
紙
は
宮
中
に
於
け
る
晴
儀
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
懐
紙
に
つ
い
て
特
記
す
る
の
は
公
家
の
こ
だ
わ
り
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
[
表
Ⅰ]
三保サト子：『新札往来』 の制作法 － 4－
三花
見
と
鷹
狩
素
眼
は
時
宗
の
僧
で
あ
る
。
花
の
名
所
に
嵯
峨
清
涼
寺
を
加
え
た
の
は
、
こ
こ
が
融
通
念
仏
の
拠
点
で
あ
っ
て
馴
染
み
深
か
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。
時
宗
の
祖
の
一
遍
は｢
融
通
念
仏
す
す
む
る
聖｣
と
称
さ
れ
、
素
眼
の
居
住
す
る
四
条
道
場
も
踊
り
念
仏
の
善
男
善
女
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
『
尺
素』
は
後
半
末
尾
に
近
い
諸
社
諸
寺
に
つ
い
て
解
説
す
る
記
事
に
お
い
て
、
浄
土
宗
の
部
分
を
載
せ
て
い
な
い
。
編
述
者
は
時
宗
に
距
離
を
置
く
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
尺
素』
は
、
こ
の
大
念
仏
法
会
の
頃
に
、
折
し
も
｢
暖
気
早
く
到
り
、
茗
芽
既
に
萌｣
す
暖
か
い
日
を
迎
え
た
と
し
て
、
一
連
の
茶
の
記
事
に
移
行
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
三
月
花
と
連
歌
の
記
事
の
あ
と
、『
新
札』
は
茶
の
話
題
に
移
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
が
『
尺
素』
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
桜
狩
で
は
な
く
、
鷹
狩
の
記
事
が
続
く
の
で
あ
る
。
『
新
札』
に
は
鷹
狩
の
記
事
が
な
い
。
こ
の
時
代
の
、
武
家
社
会
に
お
け
る
鷹
狩
り
の
流
行
を
思
う
と
不
審
で
あ
る
。
素
眼
が
先
行
の
往
来
物
を
下
敷
き
に
記
述
し
た
た
め
に
、
項
目
の
新
設
を
失
念
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
鷹
の
知
識
が
な
か
っ
た
と
か
、
鷹
狩
を
嫌
悪
す
る
、
宗
教
的
・
個
人
的
理
由
を
持
っ
て
い
た
と
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
原
因
は
分
か
ら
な
い
。
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新
札
往
来
尺
素
往
来
新
年
儀
式
①②③④
(
な
し)
元
三
之
儀
式
、

飯
已
下
、
大
名
等
出
仕
、
毎
日
見
物
非
一
候
。
凡
於
事
悦
目
之
外
無
他
候
。
是
併
、
天
下
静
謐
之
故
候
歟
。
抑
両
社
行
幸
者
、
橋
渡
官
人
以
下
、
公
武
之
大
儀
、
仍
邂
逅
事
候
哉
。
武
家
御
社
参
事
、(
小
侍
所
御
奉
行)
散
状
一
紙
、
進
之
候
。
兼
又
、
御
評
定
始
、
来
七
日
、
任
例
可
被
行
候
。
役
者
等
、
定
御
存
知
事
候
哉
。
管
領
御
出
仕
、
可
為
早
旦
候
。
抑
元
日
小
朝
拝
。
太
閤
御
出
仕
。
殿
下
並
相
国
三
公
、
大
樹
以
下
。
見
任
公
卿
、
三
十
余
人
列
立
。
近
来
之
壮
観
、
此
事
候
。
三
節
会
、
内
弁
・
左
相
府
、
外
弁
・
右
内
両
府
以
下
敷
輩
。
御
酒
勅
使
、
宣
命
使
等
。
参
議
、
納
言
各
勤
仕
之
。
其
作
法
殊
勝
。
就
中
、
太
相
国
者
、
聖
上
之
外
祖
、
武
将
厳
親
。
匪
啻
被
蒙
准
三
后
宣
旨
。
依
免
朝
列
、
毎
度
、
不
被
立
于
外
弁
参
列
。
直
昇
殿
、
被
着
奥
座
第
一
兀
子
。
寔
可
謂
一
代
之
元
老
、
無
双
之
重
臣
者
歟
。
兼
又
、
朝
覲
行
幸
、
去
二
日
、
依
雨
延
引
。
昨
日
被
遂
大
儀
候
。
随
而
将
軍
家
幕
下
、
大
理
兼
帯
。
御
供
奉
事
、
貞
信
公
之
例
、
尤
稀
事
候
云
云
。
奉
行
散
状
一
紙
、
令
進
覧
候
。
凡
元
三
以
来
、
椀
飯
已
下
、
諸
大
名
、
出
仕
之
行
粧
等
、
軼
於
先
々
、
奇
麗
。
併
是
天
下
一
統
、
海
内
無
為
之
故
候
乎
。
(
な
し)
御
評
定
始
明
日
可
被
行
之
候
。
管
領
御
参
、
可
為
早
旦
候
。
役
人
等
、
定
被
聞
食
及
候
哉
。
⑤⑥
御
所
的
射
手
、
既
被
成
御
教
書
候
畢
。
今
年
、
五
番
五
度
弓
、
可
為
往
古
例
候
。
聖
廟
御
参
籠
、
旧
冬
、
荒
増
知
定
候
哉
。
然
者
、
以
吉
日
、
可
思
召
立
候
。
法
楽
事
、
管
弦
講
一
座
、
続
歌
百
首
、
連
歌
千
句
、
各
一
七
箇
日
之
間
、
可
果
遂
候
。
梅
風
芬
郁
、
講
誦
之
座
、
誠
可
有
其
興
候
哉
。
御
所
的
者
、
五
番
五
度
弓
、
可
為
往
古
之
例
候
。
射
手
並
弓
太
郎
以
下
、
自
兼
日
、
被
定
其
人
而
、
本
間
・
武
田
・
小
笠
原
等
、
応
其
撰
之
由
、
承
及
候
。
聖
朝
御
参
籠
、
旧
冬
御
有
猿
治
定
候
歟
。
然
者
今
月
中
可
被
思
食
立
候
。
法
楽
之
式
目
、
可
為
如
何
様
候
哉
。
天
神
講
七
座
、
続
詩
歌
一
千
首
、
和
漢
聨
句
十
百
韻
、
以
裏
陰
墨
流
等
之
短
策
懐
紙
、
七
昼
夜
中
、
被
果
遂
之
條
、
可
然
候
。
松
陰
預
設
座
。
梅
風
自
添
韻
、
可
催
講
席
之
詩
興
者
乎
。
[表
Ⅱ]
鷹
に
つ
い
て
の
記
述
は
専
門
用
語
を
多
く
含
み
、
し
か
る
べ
き
書
物
を
使
っ
て
の
組
込
み
が
な
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
膨
大
な
量
の
鷹
書
が
編
ま
れ
て
い
て
、
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。『
尺
素』
の
制
作
法
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
四
茶
・
香
・
茶
道
具
等
の
記
事
挿
入
前
半
部
に
あ
っ
て
、
寺
社
の
祭
礼
と
は
直
接
関
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
話
題
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
三
月(
花
見
連
歌
な
ど)
と
四
月(
①
日
吉
祭
礼
・
②
賀
茂
祭)
の
間
に
位
置
す
る(
３)
四
月(
茶
会
な
ど)
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
該
当
部
分
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。『
尺
素』
と
対
応
さ
せ
て
示
す
。
[
表
Ⅲ]
三保サト子：『新札往来』 の制作法 － 6－
新
札
尺
素
二
月
①
三
月
①②③④⑤
●
明
日
稲
荷
社
初
午
。
可
有
御
参
詣
候
哉
。
若
然
者
、
於
還
坂
邊
。
小
駄
餉
。
可
致
用
意
候
。
●
東
山
西
郊
之
花
、
漸
得
其
盛
候
歟
。
一
日
歴
覧
之
志
候
。
好
士
等
少
々
、
可
有
御
誘
引
候
。
●
地
主
鷲
尾
花
下
、
近
年
廃
怠
、
無
念
之
次
第
候
。
●
於
邊
士
者
、
大
原
野
花
、
神
世
之
昔
被
想
像
候
。
●
嵯
峨
清
涼
寺
大
念
佛
。
今
昔
無
退
転
勤
行
。
緇
素
・
貴
賎
、
尤
可
結
縁
事
候
。
(
な
し)
●
兼
又
、
来
月
朔
日
、
相
当
於
初
午
候
。
稲
荷
御
参
詣
勿
論
候
歟
。
然
者
於
還
坂
辺
、
例
式
之
指

一
個
、


両
三
、
檜
破
子
、(
追)
取
肴
風
情
、
可
令
用
意
候
。
●
東
山
西
嶺
翠
柳
、
紅
梅
、
得
其
盛
之
時
分
。
以
物
詣
之
次
、
歴
覧
之
志
候
。
堪
能
之
好
士
等
御
同
道
候
者
、
連
歌
或
続
句
、
可
興
行
申
候
。
●
鷲
尾
・
地
主
以
下
、
所
々
之
花
下
、
近
年
零
落
。
無
念
事
候
。
●
於
辺
士
者
、
大
原
野
、
故
神
代
之
春
可
所
想
像
歟
。
(
な
し)
●
就
其
者
去
比
、
両
御
所
為
桜
狩
、
御
出
于
金
野
・
片
野
辺
候
。
当
道
相
傅
練
習
之
家
々
。
園
中
将
、
坊
門
少
将
、
楊
桃
侍
従
以
下
之
若
殿
上
人
並
御
随
身
、
秦
・
下
毛
野
等
之
鷹
師
、
不
論
貴
賤
、
蘇
芳
衫
綿
帽
子
、
付
餌
袋
、
居
鷹
而
騎
馬
。
犬
飼
者
、
御
中
間
共
不
因
老
少
、
縹
色
衫
、
緋
帽
子
。
杖
狩
杖
、
牽
犬
而
歩
行
。
其
外
、
御
共
人
々
装
束
、
被
模
野
行
幸
之
儀
候
。
愚
翁
雖
非
家
業
、
数
寄
之
虚
名
、
入
御
耳
候
歟
。
忝
蒙
上
意
候
之
間
。
不
顧
後
代
之
嘲
弄
、
先
応
当
座
之
催
促
、
日
来
所
繋
置
之
鷹
、
兄
鷹
、
鷂
ハ
イ
タ
カ、
兄
鷂
コ
ノ
リ
、



、
兄エ



、
隼
、
大
小




等
。
巣ス
子
下
コ
オ
ロ
シ
、
鳥
屋
ト
ヤ
出ダシ
、
野
曝
ノ
サ
レ
、
山
回
倶
カ
ヘ
リ
解
絛
於
架
上
。
同
収
旋
於

頭
。
一
族
十
余
騎
、
各
着
狩
装
束
、
御
供
仕
候
訖
。
就
中
、
件
之
狩
場
者
、
代
々
聖
主
臨
幸
之
旧
趾
。
名
誉
之
鳥
立
也
。
究
竟
逸
物
共
、
或

木
居
。
或
落
草
取
、
鳥
飛
・
鳥
回
、
種
々
振
舞
、
催
感
之
最
中
、
春
風
緩
吹
、
花
雪
頻
散
。
身
寄
之

、
徒
前
羽
、
皆
成
白
妙
候
。
希
代
之
見
物
、
何
事
如
之
哉
。
新
札
尺
素
一
新
茶
①
●
今
年
暖
気
早
々
、
新
茗
漸
萌
出
候
。
閼
伽
井
邊
、
定
被
待
入
候
哉
。
急
可
登
山
候
。
先
遣
専
使
、
可
見
機
●
斯
境
節
暖
気
早
到
、
茗
芽
	
萌
候
。
南
北
之
本
所
、
定
可
有
遊
山
候
哉
。
宇
治
者
、
当
代
近
来
御
賞
翫
。
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嫌
候
。
時
日
事
、
重
可
知
定
候
。
●
真
壺
三
、
進
置
候
。
●
例
深
瀬
一
焙
炉
茶
、
不
散
一
葉
、
可
被
容
候
。
将
又
、
冬
瓜
二
、
進
置
候
。
●
外
畑
・
逆
藤
淵
・
河
畠
等
、
他
坊
之
木
前
、
脇
摘
、
可
被
納
之
候
。
●
(
な
し
。
一
部
は
諸
道
具
①
に
含
ま
れ
る)
尾
者
、
此
間
雖
衰
微
之
体
候
。
名
下
不
虚
之
諺
、
不
可
被
思
食
忘
者
乎
。
●
彼
両
所
者
、
久
効
於
浮
梁
顧
渚
俗
、
而
不
劣
於
建
渓
、
趙
州
風
。
自
含
雪
乳
、
月
團
香
、
可
以
具
鷹
嘴
雀
舌
之
味
也
。
●
先
被
遣
検
於
二
方
、
就
早
晩
之
左
右
、
可
被
定
御
出
之
前
後
歟
。
●
随
而
、
真
壺
一
個
進
候
。
●
朝
日
並
深
瀬
之
走
摘
、
不
散
一
葉
、
可
被
納
候
。
又
清
香
底
入
等
、
都
合
五
箇
候
。
●
閼
伽
井
・
逆
外
・
畑
・
小
畠
・
藤
淵
等
之
名
園
、
木
前
、
摘
弛
、
脇
以
下
、
至
于
一
番
茶
、
可
被
収
候
。
●
於
住
宅
之
後
園
者
、
従
今
年
、
可
自
調
候
之
間
、
預
仰
付
於
堺
濱
之
鋳
物
師
、
釜
甑
已
出
来
候
。
焙
炉
者
松
材
、
茶
臼
者
祇
陀
林
、
鑵
子
者
葦
屋
、
風
炉
者
奈
良
、
水
桶
、
水
杓
、
茶
匙
、
茶
筅
、
茶
巾
、

茶
、
建
盞
、
胡
盞
、
天
目
、
饒
州
、
油
滴
、
窯
変
、
菱
花
托
、
青
漆
盆
、
六
納


、
三
入
之
葛
箱
等
、
感
得
仕
畢
。
香
①
名
香
●
新
渡
之
名
香
、
可
拝
領
候
。
庭
梅
・
岸
松
・
香
粉
風
・
初
秋
・
神
楽
・
新
無
名
・
蓬
・
菖
蒲
・
林
鐘
・
鴨
鳴
・
河
淀
・
夏
箕
川
、
此
等
既
不
珍
候
。
近
比
、
三
芳
野
・
逍
遥
・
●
焼
香
又
以
面
白
存
候
。
但
不
所
持
候
。
名
香
品
々
者
、
宇
治
、
薬
殿
、
山
陰
、
沼
水
、
無
明
、
名
越
、
林
鐘
、
初
秋
、
神
楽
、
逍
遥
、
手
枕
、
御
枕
、
中
白
、
端
黒
、
早
梅
、
疎
香
②
合
香
香
③
道
具
沼
水
等
、
賞
翫
之
由
聞
候
。
少
々
可
申
請
候
。
山
陰
・
疎
柳
・
六
月
・
名
越
・
清
水
両
所
、
一
二
三
、
祢
文
字
、
五
文
字
、
薬
殿
、
思
手
枕
、
江
桂
紅
、
阿
之
船
、
蘭
奢
待
、
伽
羅
木
、
御
枕
、
端
黒
等
、
宇
治
方
香
、
当
世
嫌
物
候
歟
。
是
又
一
篇
之
儀
、
返
々
無
念
之
次
第
候
。
●
(
な
し)
●
(
な
し)
柳
、
岸
枕
、
江
注
、
苅
萱
、
菖
蒲
、
艾
草
、
富
士
根
、
香
紛
風
、
蘭
麝
袋
、
伽
羅
木
等
。
縦
雖
兜
楼
婆
、
畢
力
迦
、
及
海
岸
六
銖
、
淮
仙
之
百
和
。
不
可
勝
於
此
候
。
御
所
持
分
、
不
論
新
旧
、
可
頒
賜
候
。
●
合
香
者
起
於
仏
在
世
而
来
。
三
国
一
同
用
之
候
。
特
好
色
之
家
、
号
薫
者
、
深
秘
其
方
歟
。
沈
、
丁
子
、
貝
香
、
薫
陸
、
白
檀
、
麝
香
。
已
上
共
六
種
者
、
毎
方
梼

和
合
。
加
唐
、
而
名
梅
花
。
加
欝
金
而
名
盧
橘
。
加
甘
松
而
名
荷
葉
。
加
霍
香
而
名
菊
花
。
加
零
陸
而
名
侍
従
。
加
乳
香
而
名
黒
方
、
云
々
。
皆
是
発
栴
檀
沈
水
之
気
、
吐
麝
臍
龍
涎
之
薫
者
也
。
拝
領
仕
度
存
候
。
●
火
取
並
罩
、
香
炉
、
香
合
、
香
抬
、
香
鉗
、
香
袋
、
香
裹
、
香
鋸
、
香
刀
、
鉄
臼
、
鉄
杵
、
梅
杵
、
梅
匙
等
者
、
用
意
仕
候
。
茶
会
荘
厳
①
家
具
調
度
品
又
、
為
餝
氈
、
木
綿
・
金
紗
・
金
襴
・
暖
子
。
建
盞
・
油
滴
・
容
変
・
鼈
盞
・
鳥
盞
・
饒
州

・
天
目
茶

、
胡
銅
・
鍮
石
・
白
鑞
・
管
窟
等
、
花
瓶
・
香
炉
・
香
匙
・
火
箸
・
卓
・
打
敷
・
法
被
・
素
紗
・
纐
纈
・
梅
花
・
木
錦
・
水
引
・
故
床
・
縄
床
・
倚
子
・
曲

・
(
別
の
位
置
に
詳
細
な
記
事
あ
り)
新
茶
の
季
節
を
八
十
八
夜
辺
り
に
想
定
す
る
と
、
立
春
か
ら
数
え
て
八
十
八
日
の
、
旧
暦
三
月
末
か
ら
四
月
初
め
の
頃
と
な
る
。
た
と
え
ば『
師
守
記』
の
場
合
、
貞
治
四
年
に
は
四
月
二
日
に
初
め
て
穀
倉
院
の
茶
を
摘
ん
で
い
る
。
彼
に
と
っ
て
茶
の
入
手
は
重
大
事
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。『
新
札』
が
茶
の
話
題
を
こ
こ
に
位
置
さ
せ
た
の
は
、
季
節
を
追
う
流
れ
に
基
づ
く
も
の
と
解
さ
れ
る
。
『
尺
素』
に
あ
っ
て
は
若
干
配
置
が
異
な
る
。
稲
荷
初
午
へ
の
参
詣
・
大
原
野
の
花
見
、
連
歌
の
記
事
の
後
に
、
鷹
狩
が
挿
入
さ
れ
、
嵯
峨
清
涼
寺
の
大
念
仏
に
茶
の
記
事
が
続
く
。
清
涼
寺
の
大
念
仏
法
会
は
弘
安
二
年
(
一
二
七
九)
の
始
行
と
い
い
(
融
通
念
仏
縁
起)
、
三
月
六
日
か
ら
十
五
日
に
営
ま
れ
る
の
で
、｢
斯
境
節
、
暖
気
早
到
。
茗
芽
既
萌
候
。｣
と
あ
っ
て
季
節
は
符
合
す
る
。
茶
の
記
事
の
後
は
、
再
び
、
日
吉
祭
礼
・
賀
茂
祭
・
賀
茂
競
馬
・
深
草
祭
・
祇
園
御
霊
会
と
四
・
五
・
六
月
の
祭
礼
が
き
て
、
馬
や
武
具
・
太
刀
お
よ
び
付
属
の
細
工
物
の
記
事
が
続
く
。『
新
撰
遊
覚
往
来』
『
異
制
庭
訓
往
来』
等
に
茶
の
記
事
と
し
て
一
括
扱
わ
れ
て
い
た
、
点
心
・
茶
の
子
・
菓
子
な
ど
は
別
立
て
に
さ
れ
て
、
さ
ら
に
こ
の
後
(
後
半
部
分)
に
置
か
れ
て
い
る
。
五
四
月
の
祭
礼(
①
日
吉
祭
礼
・
②
賀
茂
祭)
と
素
眼
日
吉
祭
礼
は
四
月
中
申
日
を
中
心
に
、
前
後
の
午
か
ら
酉
に
か
け
て
の
四
日
間
行
わ
れ
る
。
賀
茂
祭
は
、
そ
の
翌
日
、
即
ち
、
中
酉
日
に
奉
幣
さ
れ
る
。
[
表
Ⅳ]
賀
茂
祭
の
始
ま
り
は
、
払
暁(
夜
明
け
方)
に
花
摘
と
呼
ば
れ
る
一
行
が
一
条
大
路
を
渡
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
大
路
に
は
、
警
護
の｢
武
家
、
検
非
違
使｣
が
、
ま
た
、
検
非
違
使
庁
の
下
部
、
即
ち
、
放
免
ら
が
出
張
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
祭
に
騒
動
は
付
き
物
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、『
後
愚
昧
記』
(
応
安
二
年
(
一
三
六
九)
四
月
二
十
一
日)
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
今
日
賀
茂
祭
也
、
近
衛
使
・
・
(
マ
マ)
検
非
違
使
・
・
(
マ
マ)
女
使
〈
四
条
三
位
隆
郷
卿
女
〉
後
聞
、
雑
人
等
及
晩
頭
於
一
条
大
路
合
戦
〈
俗
、
是
ヲ
伊
牟
地
ト
称
ス
〉
死
亡
者
及
四
五
人
云
々
、
神
事
之
日
、
従
祭
之
輩
通
路
流
血
之
条
、
凡
不
可
説
事
也
、
末
代
之
躰
可
悲
々
々
｢
伊
牟
地
(
印
地)｣
と
呼
ば
れ
る
飛
礫
合
戦
は
、
賀
茂
祭
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
祭
に
印
地
は
付
き
物
で
あ
り
、
多
数
の
死
者
を
出
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
か
ら
、
祭
り
の
警
護
は
重
要
不
可
欠
の
任
務
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
警
護
に
携
わ
る
武
士
た
ち
自
身
が
、
美
々
し
く
綺
羅
を
尽
く
す
祭
の
一
員
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
花
摘
に
つ
い
て
は
、
高
野
山
所
属
の
行
人
の
一
と
し
て
み
え
る
も
の
、
比
叡
三保サト子：『新札往来』 の制作法 － 8－
②
軸
物
靠
倚
堆
紅
・
堆
朱
・
堆
漆
・
堆
烏
・
紅
華
・
葉
・
金
糸
花
・
九
連
糸
・
犀
皮
・
桂
簟
？
・
玳

・
象
牙
等
、
大
小
香
合
大
切
候
。
印
樓
・
食
樓
・
平
江
緤
・

鞍

・

茶
・
輪
華
台
、
豹
・
虎
皮
、
可
申
請
候
。
又
本
尊
者
、
張
思
恭
彩
色
釈
迦
・
呉
道
士
墨
絵
観
音
・
牧
渓
和
尚
淨
名
。
率
翁
自
賛
長
汀
・
東
陂
竹
甫
之
梅
・
所
翁
龍
虎
・
月
山
馬
形
・
舜
挙
草
花
・
夏
桂
山
水
・
元
輝
八
景
・
馬
淵
花
鳥
・
蘿
窓

雁
・
用
田
栗
鼠
・
雪
窓
芝
蘭
・
日
観
葡
萄
・
芳
庵
香
。
此
外
、
書
院
眠
床
置
物
、
御
所
持
之
愛
宝
等
、
皆
々
可
有
恩
借
候
。(
借
用
依
頼)
新
札
尺
素
①
昨
日
日
吉
祭
礼
。
無
為
無
事
。
昨
日
日
吉
祭
礼
、
無
為
無
事
。
②
●
今
日
又
賀
茂
祭
、
自
払
曉
、
先
花
摘
渡
一
条
大
路
。
●
武
家
、
検
非
違
使
両
三
人
、
庁
下
部
等
出
立
、
犀
桙
持
以
金
銀
付
装
束
。
●
凡
家
々
先
規
、
区
候
哉
。
●
今
日
賀
茂
祭
、
自
払
暁
、
花
摘
渡
一
條
大
路
。
●
而
後
、
勘
督
長
数
輩
為
先
。
関
東
廷
尉
、
佐
々
木
、
二
階
堂
、
中
條
等
。
各
整
行
粧
候
。
庁
下
部
、
皆
当
色
。
犀
鉾
持
、
以
金
銀
之
風
流
、
付
于
衣
裳
候
。
近
衛
使
之
飾
車
。
女
使
之
糸
毛
車
。
取
々
驚
目
候
。
(
な
し)
山
戒
壇
堂
の
仏
生
会
に
坂
本
の
花
摘
社
に
参
詣
す
る
行
事
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
賀
茂
祭
に
付
随
す
る
花
摘
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
花
摘
は
未
だ
管
見
に
入
ら
な
い
。
｢
武
家｣
は
、
尺
素
往
来
の
い
う｢
関
東
廷
尉｣
、｢
検
非
違
使｣
は｢
勘
督
長｣
即
ち
、
獄
舎
の
番
を
主
な
任
務
と
す
る
｢
看
督
長｣
に
対
応
す
る
と
見
ら
れ
る
。｢
庁
下
部｣
は
放
免
で
あ
る
。
放
免
は
元
々
、
獄
囚
を
釈
放
す
る
意
味
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
検
非
違
使
庁
が
下
部
と
し
て
使
役
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
下
級
職
人
の
名
と
な
っ
た
。
『
江
談
抄』
(
注
８)
(
一
、
公
事
、
賀
茂
祭
放
免
著
綾
羅
事)
に
よ
れ
ば
、
放
免
は
贓
物(
ゾ
ウ
ブ
ツ
盗
品)
の
美
服
を
着
て
行
列
に
加
わ
る
風
習
が
あ
っ
た
と
い
う
。
康
永
三
年
(
一
三
三
四)
四
月
十
四
日
の
賀
茂
祭
散
状
に
、
検
非
違
使
に
従
う
｢
鉾
持｣
の
名
が
記
さ
れ
て
い
て(
師
守
記
(
注
９))
、
彼
等
は｢
左
囚
守
彦
廉
丸
、
右
囚
守
吉
光
丸
、
左
囚
守
彦
里
丸｣
と
あ
る
。
放
免
が
囚
守
の
地
位
を
得
て
正
式
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
犀
鉾
は
検
非
違
使
の
放
免
が
持
つ
自
然
木
の
柄
を
つ
け
た
鉾
で
あ
る
。
賀
茂
祭
散
状
高
倉
大
志
中
原
章
弼
章
世
子
鉾
持
左
囚
守
彦
廉
丸
進
藤
大
夫
判
官
為
重
鉾
持
右
囚
守
□
(
吉)
光
丸
佐
々
木
備
中
大
夫
判
官
時
親
鉾
持
左
囚
守
彦
里
丸
近
衛
使
(
以
下
略)
『
尺
素』
の
記
述
は
や
や
詳
細
で
あ
り
、｢
関
東
廷
尉
、
佐
々
木
、
二
階
堂
、
中
條
等｣
と
固
有
名
詞
を
出
す
と
こ
ろ
は
、
前
出
の
御
所
的
射
手
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
結
び
の
一
文
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。｢
凡
家
々
先
規
、
区
候
哉
。｣
(
新
札)
に
対
し
て
、｢
近
衛
使
之
飾
車
女
使
之
糸
毛
車
。
取
々
驚
目
候
。｣
と
あ
っ
て
、『
尺
素』
で
は
行
列
の
美
麗
を
言
う
に
終
始
し
て
い
る
。
公
家
の
立
場
で
は
、
近
衛
使
や
女
使
の
姿
は
落
と
せ
な
い
賀
茂
祭
の
光
景
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、｢
家
々
先
規｣
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
賀
茂
祭
に
武
家
が
役
目
を
負
っ
て
参
加
す
る
場
合
、｢
武
家｣
が
｢
関
東
廷
尉｣
相
当
の
者
で
あ
る
と
す
る
と
、
室
町
幕
府
の
侍
所
に
所
属
す
る
頭
人
以
下
が
こ
れ
に
当
た
る
か
と
思
わ
れ
る
。『
新
札』
成
立
時
と
見
ら
れ
る
貞
治
三
年
か
ら
六
年
(
一
三
六
四－
一
三
六
七)
を
み
る
と
、
頭
人
は
土
岐
・
斯
波
・
仁
木
・
今
川
等
で
あ
る
。
こ
う
し
た
家
々
に
様
々
の
｢
家
の
先
規｣
が
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
各
々
役
目
を
果
た
し
て
い
た
と
す
る
と
、『
新
札』
は
こ
う
し
た
上
級
武
家
に
関
係
す
る
者
た
ち
を
学
習
対
象
者
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
六
五
月
の
祭
礼(
①
賀
茂
競
馬
・
②
深
草
祭)
と
素
眼
賀
茂
競
馬
は
上
賀
茂(
賀
茂
別
雷
神
社)
の
年
中
行
事
で
あ
る
。
堀
河
天
皇
の
寛
治
七
年
(
一
〇
九
三)
に
始
ま
り
、
天
下
太
平
・
五
穀
成
就
を
祈
る
た
め
に
行
う
神
事
で
あ
る
。
左
右
十
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
勝
負
を
競
っ
た
。｢
馬
場
は
、
一
の
鳥
居
の
西
か
ら
二
の
鳥
居
ま
で
の
芝
生
と
し
、
走
路
の
左
右
に
黒
木
の
埒
を
結
い
、
本
末
を
開
い
て
出
入
口
と
す
る
。
埒
の
東
側
中
央
に
頓
宮
を
設
け
、
番
数
相
当
の
鉾
を
立
て
、
西
側
に
桟
敷
を
構
え
て
見
物
の
席
と
し
た
。｣
(
国
史
大
辞
典)
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。『
徒
然
草』
に
｢
五
月
五
日
、
賀
茂
の
く
ら
べ
馬
を
見
侍
り
し
に｣
(
四
一
段)
と
あ
っ
て
、
兼
好
も
見
物
に
出
か
け
て
い
る
。
し
か
し
、
次
の
記
述
か
ら
推
す
と
、
素
眼
の
関
心
は
さ
し
て
高
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
[
表
Ⅴ]
深
草
祭
は
伏
見
区
深
草
鳥
居
崎
町
に
あ
る
藤
森
神
社
の
例
祭
で
あ
り
、
藤
森
祭
と
も
言
う
。
社
伝
に
拠
れ
ば
神
功
皇
后
が
朝
鮮
半
島
出
兵
か
ら
帰
国
の
後
、
旗
と
武
器
を
納
め
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
、
境
内
に
由
来
の
旗
塚
が
あ
る
。
ま
た
、
早
良
親
王
を
祭
り
、
祭
礼
に
は
、
甲
冑
を
つ
け
、
馬
に
乗
っ
て
供
奉
す
る
と
い
う
。
社
は
始
め
、
現
在
の
稲
荷
神
社
の
社
地
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
藤
森
祭
り
の
祭
り
で
は
、
稲
荷
の
馬
場
に
於
い
て
競
馬
が
催
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
祭
に
は
多
く
の
見
物
人
が
繰
り
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
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新
札
尺
素
①
・
②
五
月
五
日
、
賀
茂
競
馬
。
同
日
深
草
祭
。
上
下
見
物
、
鴬
鵯
逸
物
等
、
此
時
可
決
雌
雄
。
五
月
五
日
賀
茂
之
競
馬
、
並
深
草
祭
。
上
下
之
見
物
、
鴬
鵯
之
闘
鳥
、
可
在
於
斯
時
歟
。
五
日
癸
巳
、
雨
下
。
今
日
詣
五
條
。
依
招
引
、
今
日
深
草
祭
見
物
。
五
條
清
大
史
同
道
、
九
條
殿
見
之
。
深
草
人
百
卅
騎
北
御
所
参
入
。
今
日
北
山
殿
入
御
坂
本
。
小
五
月
会
為
御
覧
、
今
日
、
自
坂
本
、
賀
茂
競
馬
御
出
云
々
。(
『
康
富
記
一』
、
史
料
大
成
、
内
外
書
籍
、
昭
和
一
一
年
九
月)
(
注
10)
｢
鴬
鵯
逸
物
等
、
此
時
可
決
雌
雄｣
は
、
当
時
流
行
の
小
鳥
合
せ
で
あ
ろ
う
か
。
左
右
に
別
れ
て
、
互
い
に
持
ち
寄
っ
た
小
鳥
の
鳴
き
声
や
羽
色
、
形
な
ど
の
優
劣
を
競
う
も
の
で
あ
る
。
鶯
合
、
鵯
合
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
、
早
く
『
玉
葉』
(
承
安
三
年
(
一
一
七
三)
五
月
二
日)
に
、
院
中
で
催
さ
れ
た
｢
鵯
合｣
が
記
さ
れ
て
い
る
。
や
や
時
代
が
下
る
が
、『
実
隆
公
記』
で
は
、
細
川
安
房
守
か
ら
鶯
合
見
物
に
来
る
よ
う
再
三
誘
わ
れ
た
と
い
う
し
(
明
応
五
年
六
月
五
日)
、｢
洛
中
洛
外
屏
風｣
(
歴
博
甲
本)
に
は
三
条
西
邸
の
門
で
鶯
合
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
る
。『
看
聞
御
記』
(
永
享
七
年
五
月
一
日)
に
も
鶯
合
が
催
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
。
宮
中
・
仙
洞
や
貴
族
の
邸
宅
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
祭
礼
の
場
で
も
広
く
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
尺
素』
で
は｢
上
下
之
見
物
、
鴬
之
闘
鳥
、
可
在
於
斯
時
歟
。｣
と
し
て
い
る
。
な
お
、｢
逸
物
イ
チ
ブ
ツ
人
也
、
イ
チ
モ
ツ
馬
也｣
(
色
葉
字
類
抄)
と
あ
り
、
逸
物
は
多
く
の
中
で
特
に
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
を
言
う
。
仮
に
、
こ
こ
で
雌
雄
を
決
す
る
の
が
鳥
で
な
く
馬
で
あ
る
と
す
る
と
、
鴬
鵯
は
単
な
る
修
飾
語
と
し
て
使
わ
れ
た
と
解
す
る
事
も
出
来
る
。
さ
ら
に
、
用
例
を
調
査
し
た
い
。
七
六
月
の
祭
礼(
祇
園
会)
と
素
眼
祇
園
祭
は
平
安
京
の
御
霊
会
と
し
て
始
ま
り
、
南
北
朝
時
代
に
は
山
鉾
巡
行
も
始
ま
っ
た
。
元
来
、
神
輿
の
渡
御
を
も
て
囃
す
た
め
に
奉
納
さ
れ
た
は
ず
の
鉾
や
山
が
、
同
じ
日
に
別
々
に
巡
行
す
る
。
そ
れ
ら
の
経
路
も
、
ま
た
御
旅
所
も
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
て
き
た
。
『
新
札』
に
よ
る
と
、｢
今
年｣
は
多
数
の
｢
山｣
が
で
た
。｢
定
鉾｣
｢
大
舎
人
鵲
桙｣
も
出
て
、｢
在
地
在
地
の
神
役｣
が
果
た
さ
れ
た
の
で
、
神
様
も
ご
満
足
で
あ
ろ
う
と
言
う
。
ま
た
、
晩
に
は
、｢
白
河
桙｣
が
入
京
す
る
と
い
い
、｢
役
印
地
六
地
蔵
党｣
の
喧
嘩
が
始
ま
り
そ
う
な
不
穏
な
気
配
が
あ
る
の
で
、｢
侍
所
の
警
固｣
の
者
た
ち
は
四
条
河
原
辺
り
に
見
張
り
に
出
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
た
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
素
眼
の
見
た
祇
園
祭
の
状
況
が
こ
こ
に
描
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
。『
新
札』
は
鉾
に
つ
い
て
述
べ
な
が
ら
神
輿
に
は
言
及
し
な
い
。
鉾
の
方
が
見
物
人
の
興
味
を
引
い
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
[
表
Ⅵ]
山
も
鉾
も
、
祭
に
担
が
れ
る
、
あ
る
い
は
曳
か
れ
る
屋
台
の
山
車
で
あ
る
。
飾
り
に
よ
っ
て
様
々
の
名
が
あ
る
。
室
町
時
代
、
神
輿
の
行
列
は
、
先
導
の
犬
神
人
、
願
主
、
獅
子
舞
、
社
人
、
巫
女
(
輿)
が
続
き
、
神
輿
の
後
に
神
主
(
馬)
、
四
座
の
雑
色
(
幕
府
役
人
、
随
兵
を
従
え
る)
が
続
く
形
で
あ
っ
た(
御
霊
会
山
鉾
記)
。
(
注
11)
｢
定
鉾
(
し
ず
め
ぼ
こ)｣
は
『
尺
素』
に
｢
山
崎
之
定
鉾｣
と
あ
る
よ
う
に
、
大
山
崎
の
油
神
人
が
出
し
た
協
賛
鉾
で
あ
る
。｢
大
舎
人
鉾｣
は
、
西
陣
織
物
の
源
流
を
な
す
大
舎
人
座
の
織
手
に
よ
る
鵲
鉾
で
あ
る
。
彼
ら
は
応
仁
の
乱
以
前
に
は
土
御
門
大
路
・
壬
生
小
路
辺
り
に
居
住
し
て
い
た
と
い
う
。
(
注
12)
金
蓮
寺
は
祇
園
祭
を
見
物
す
る
に
好
都
合
な
場
所
に
当
た
っ
て
い
た
。｢
錦
綾
山
金
蓮
寺
ハ
京
極
通
四
条
の
北
に
あ
り
〈
四
条
道
場
／
と
称
す
〉｣
と
あ
り
、
一
方
、｢
祇
園
御
旅
所
は
四
条
京
極
の
辻
に
あ
り
。
毎
年
六
月
七
祇
園
会
の
神
與
三
基
此
所
に
神
幸
し
玉
ひ
、
十
四
日
に
祭
礼
あ
り
て
本
殿
還
幸
し
玉
ふ｣
と
あ
る
。
洛
中
洛
外
屏
風
絵
を
見
る
と
、
祭
の
鉾
は
四
条
の
橋
を
渡
り(
神
輿
は
浮
橋)
、
金
蓮
寺
の
門
前
に
あ
る
。
天
文
十
七
年
(
一
五
四
八)
六
月
一
四
日
に
細
川
相
公
が
こ
こ
で
祇
園
会
を
見
物
し
て
い
る
。
(
注
13)
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新
札
尺
素
●
祇
園
会
。
今
年
山
済
々
。
所
々
定
鉾
・
大
舎
人
鵲
桙
・
在
地
々
々
神
役
、
尤
叶
神
慮
候
哉
。
●
及
晩
、
白
河
桙
可
入
京
之
由
、
風
聞
候
。
役
印
地
・
六
地
蔵
之
党
、
動
招
喧
嘩
條
、
尤
不
可
然
。
侍
所
警
固
、
可
彳
河
原
邊
候
。
●
祗
園
御
霊
会
、
今
年
殊
結
構
。
山
崎
之
定
鉾
、
大
宿
直
之
笠
鷺
鉾
、
所
々
之
跳
鉾
。
家
々
笠
車
、
風
流
造
山
。
八
抜
癖
舞
。
在
地
之
所
役
、
定
叶
於
神
慮
乎
。
●
晩
頭
白
河
鉾
、
可
入
洛
之
由
、
風
聞
。
六
地
蔵
之
党
、
如
例
企
印
地
、
招
喧
嘩
候
者
、
可
及
洛
中
鼓
騒
之
條
、
不
可
然
者
也
。
仍
為
警
固
、
侍
所
之
勢
就
可
被
打
出
于
河
原
辺
。
同
御
進
発
之
旨
、
伝
承
候
之
間
。
螳
螂
二
十
疋
進
候
。

